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サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
『
た

め
池
管
理
者
等
に
対
す
る
点
検
及
び

管
理
保
全
に
係
る
現
地
研
修
会
』
を

十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
県
内
の

方
部
毎
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
十
月

二
十
日
に
は
、
県
北
管
内
の
国
見
町

の
青
木
た
め
池
で
現
地
研
修
を
行
い
、

約
三
十
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

青
木
た
め
池
で
は
、
日
常
的
に
行

う
た
め
池
の
点
検
や
管
理
手
法
の
研

修
に
加
え
て
、
貯
水
を
抜
く
「
か
い

ぼ
り
」
（
池
干
し
）
を
実
施
し
、
普

段
見
る
機
会
の
少
な
い
池
底
部
周
辺

の
点
検
や
管
理
に
つ
い
て
も
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
公
益
財
団
法
人
ふ
く
し
ま

海
洋
科
学
館
の
協
力
を
得
て
、
た
め

池
の
生
物
・
生
態
系
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。

取水工のコンクリート強度試験

土砂吐ゲート点検生物・生態系モニタリング かいぼりを実施した
青木池（県北）

十
月
七
日
、
会
津
若
松
市
湊
町
の
平
下
池
に
て
会

津
方
部
の
た
め
池
現
地
研
修
会
を
行
い
、
十
五
名
の

出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
だ
っ
た
為
、
は
じ
め
に

屋
内
で
の
座
学
研
修
を
実
施
し
た
後
、
天
気
の
様
子

を
見
な
が
ら
た
め
池
現
地
に
赴
き
、
管
理
保
全
手
法

に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

県
北
管
内

現
地
研
修
会
の
実
施

会
津
方
部

現
地
研
修
会
の
実
施



受付日時
福島県ため池サポートセンター

所在地 福島県福島市南中央三丁目36番地（福島県土地改良会館内）
TEL ０２４－５３５－０３８３
FAX ０２４－５３５－０３５８
E-mail：tameike-support@midorinet-fukushima.jp
ホームページ：https://www.midorinet-fukushima.jp/

農業用ため池管理者からの、ため池に関するご相談やお悩み等をお受けし、
福島県の各農林事務所又は各市町村の担当部署へ対応の調整を致します。

☎０２４－５３５－０３８３
受付日時 平日 ９：００～１６：００

※祝日、休日、年末年始を除く

ため池管理者の方の相談窓口ため池管理者の方の相談窓口

ため池が果たす様々な役割
ふくサポ
ニュース

ため池は、農業用水の確保だけで

なく、生物の生息・生育の場所の保全、

地域の憩いの場の提供など、多面的な

機能を有しています。また、降雨時に

は雨水を一時的にためる洪水調節や土

砂流出の防止などの役割を持つほか、

地域の言い伝えや祭りなどの文化・伝

統の発祥となっているものもあります。

さらには、防火用水や生活雑用水とし

て活用されるなど、多岐にわたる利益

をもたらしています。

農業用水

の確保

生態型保全

親水空間

形成

洪水調節

機能

土砂流出

防止

文化・伝統

の継承

緊急時

の水源

多面的
機能

ため池施設の点検支援として関係市町村へ

防災重点農業用ため池の管理保全に係る疑問

点や対応に苦慮している状況を聴き取り、事

案解決へ向けた助言あるいは支援を行うとと

もに、状況に応じ、現地での施設確認を行い

ます。

施設点検の支援
防災重点農業用ため池とは、決壊等により

周辺区域に被害を及ぼすおそれがあるものと

して、ため池工事特措法に基づき県知事が指

定した農業用ため池のことをいいます。福島

県には1,391箇所（令和4年3月時点）あり、た

め池サポートセンターのホームページ上にた

め池位置を示したマップを掲載しています。

今後のサポートセンターの活動今後のサポートセンターの活動

防災重点農業用ため池の周知


